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脳性まひ 二分脊椎 筋ジストロフィー 骨形成不全
目標 660 425 170 137 
内容 1424 907 307 275 
表2 「学習目標」
順位 脳性まひ 頻度 二分脊椎 頻度 筋ジストロフィー 頻度 骨形成不全 頻度
身体 1473 身体 363 身体 130 身体 91 
2 自分 858 自分 215 姿勢 53 自分 76 
3 姿勢 788 姿勢 146 自分 53 姿勢 49 
4 自己 541 力 142 自己 35 動かす 48 
5 状態 464 動かす 137 動かす 32 部位 45 
6 動かす 445 自己 127 31 状態 42 
7 考える 385 考える 87 ケア 30 自己 40 
8 気づく 376 気づく 77 部位 30 気づく 39 
， 力 321 状態 76 気づく 29 体調 35 
10 動き 257 向ける 75 動き 29 考える 33 
11 ケア 252 72 力 25 27 
12 向ける 247 61 24 ケア 26 
13 座 246 61 23 心身 24 
14 心身 214 60 22 座 22 
15 部位 195 55 考える 21 向ける 21 
16 体調 192 54 状態 21 19 
17 行事 190 52 体調 21 19 
18 感覚 174 動ぎ 52 行事 20 17 
表3 において高い頻度で出現した語
順位 脳性まひ 頻度 二分脊椎 頻度 筋ジストロフィー 頻度 骨形成不全 頻度
身体 803 身体 199 腰 72 身体 78 
2 腰 787 腰 150 身体 65 肩 63 
3 姿勢 711 肩 143 足首 65 腰 56 
4 座 649 足 128 股関節 62 座 54 
5 足 559 座 107 肩 58 姿勢 53 
6 足首 523 姿勢 106 座 53 52 
7 肩 522 動かす 105 動かす 53 自分 49 
8 自分 504 95 姿勢 48 あぐら 4 4 
， 膝 476 背中 91 考える 41 考える 43 
10 考える 451 自分 90 背中 41 足首 42 
11 動かす 408 87 膝 41 背中 39 
12 動き 364 86 伸ばす 38 体調 33 
13 股関節 353 伸ばす 86 32 股関節 32 
14 状態 331 裏 81 30 32 
15 あぐら 324 動き 79 28 動かす 31 
16 裏 315 76 26 伸ばす 26 
17 伸ばす 293 考える 67 自分 26 25 
18 背中 290 状態 65 25 24 
19 ほぐす 260 足首 65 25 21 
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語 (node) 共起関係 (edge)
最小出現数 描画数 描画数 density Min. Jaccard 
脳性まひ 50 55 60 . 040 . 160 
i 二分脊椎 15 56 62 . 040 . 200 筋ジストロフィー 4 46 60 . 058 . 291 
骨形成不全 4 48 62 055 . 286 
脳性まひ 60 55 60 . 040 . 144 
閂言
二分脊椎 20 49 60 . 051 . 200 
筋ジストロフィー 5 49 63 . 054 . 455 























































(node) の数，描画された共起関係 (edge) の数，
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